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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第49期

第３四半期累計期間
第50期

第３四半期連結累計期間
第49期

会計期間
自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成26年３月31日

売上高 (千円) 15,201,651 15,508,963 20,004,555

経常利益 (千円) 1,340,106 1,049,143 1,512,740

四半期(当期)純利益 (千円) 873,808 682,243 959,517

四半期包括利益又は包括利益 (千円) ― 752,876 ―

純資産額 (千円) 13,137,790 13,591,087 13,221,733

総資産額 (千円) 23,872,376 24,144,569 23,669,587

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 140.74 109.89 154.55

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 55.0 56.3 55.9
 

　

回次
第49期

第３四半期会計期間
第50期

第３四半期連結会計期間

会計期間
自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

自 平成26年10月１日
至 平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 32.01 30.34
 

(注) １. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．当社は第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しておりますので、第49期第３四半期連結累

計期間、第49期第３四半期連結会計期間及び第49期連結会計年度に代えて、第49期第３四半期累計期間、第

49期第３四半期会計期間及び第49期事業年度について記載しております。

 
 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について重要な変更はありません。

 当社は第１四半期連結会計期間において、非連結子会社でありましたTaisei Lamick USA,Inc.及び株式会社グリー

ンパックスの重要性が高まったため、連結の範囲に含めております。

 上記に伴うセグメント区分に変更はなく、当社グループの事業は、液体包装フィルム及び液体充填機の製造・販売

事業の単一セグメントであります。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。　

当社は第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期等との比較分析は行っ

ておりません。

 

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の金融政策により企業収益や雇用情勢が改善するなど輸

出企業を中心に緩やかな回復基調となりました。一方で、円安に伴う物価上昇や新興国の経済成長の鈍化など、先

行きは不透明な状況で推移いたしました。

当軟包装資材業界におきましては、消費税率の引き上げに伴う駆け込み需要の反動の長期化やエネルギーコスト

の上昇等から、各社とも厳しい状況で推移いたしました。

このような状況下、当社グループのビジネスモデルである包装フィルムと液体充填機械を提供する体制のもと、

販売面では液体充填機「ＤＡＮＧＡＮ」シリーズ初のミドルレンジモデルとして「ＤＡＮＧＡＮ ＡＳＴＲＯＮ」

を発売するとともに、国内外の食品及び化粧品業界等に対し、積極的な営業活動に取り組んでまいりました。ま

た、生産面では作業改善及び内製化の推進により原価低減に努めてまいりました。

その結果、売上高は155億８百万円、営業利益は９億95百万円、経常利益は10億49百万円、四半期純利益は６億

82百万円となりました。

　

 [包装フィルム部門]　

国内市場においては消費税率の引き上げに伴う駆け込み需要の反動が長期化したものの、化粧品関連の販売促進

用商品が好調に推移いたしました。また、海外市場においては北米・韓国を中心とした食品関連商品が堅調に推移

いたしました。

その結果、包装フィルム部門の売上高は144億84百万円となりました。　

　

 [包装機械部門]　

国内市場においては展示会への出展及び新規顧客の開拓等、積極的な営業活動に努めてまいりましたが、消費税

率の引き上げに伴う反動の影響等により弱含みで推移いたしました。また、海外市場においては営業活動の強化が

徐々に実を結び、北米・韓国を中心とした食品関連商品が好調に推移いたしました。

その結果、包装機械部門の売上高は10億24百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

① 資産

当第３四半期連結会計期間末における総資産は241億44百万円となりました。

流動資産合計は132億92百万円となり、その主な内訳は、受取手形及び売掛金が62億64百万円、現金及び預金が

46億14百万円、商品及び製品が15億４百万円となっております。

固定資産合計は108億51百万円となり、その主な内訳は、土地が34億59百万円、建物及び構築物(純額)が40億51

百万円、機械装置及び運搬具(純額)が18億22百万円となっております。

② 負債

当第３四半期連結会計期間末における総負債は105億53百万円となりました。

流動負債合計は61億59百万円となり、その主な内訳は、買掛金が36億65百万円、１年内返済予定の長期借入金

が10億11百万円となっております。

固定負債合計は43億94百万円となり、その主な内訳は、長期借入金が36億74百万円、退職給付に係る負債が５

億36百万円となっております。

③ 純資産

当第３四半期連結会計期間末における純資産は135億91百万円となりました。その主な内訳は、利益剰余金が83

億75百万円、資本剰余金が28億96百万円となっております。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は２億46百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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(5) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

経営成績に重要な影響を与える要因については、次のとおりであります。

 

①原材料の仕入価格の変動について

当社グループで製造する包装フィルムの主原料は石油化学製品であり、原材料の仕入値は国際的な原油価格と関

係があるため、原油価格の大幅な価格変動が数ヶ月後の原材料価格動向に影響を及ぼす傾向があります。

ついては、当社グループのフィルム製品は、売上高の大部分を占めており、国際石油価格の著しい変動により、

国際石油化学製品市場に大幅な変化が発生することになった場合には、仕入価格の上昇によって当社グループの経

営成績は影響を受ける可能性があります。

　

②容器包装リサイクル法等の環境保護法について

当社グループの事業は容器包装リサイクル法等の環境保護に関する法令の規制を受けております。平成12年４月

から完全実施された容器包装リサイクル法（「容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関する法律」）で

は、当社グループの生産品である軟包装資材（ラミネート製品）も対象となるため、消費者及び地方自治体での分

別回収、製造事業者、利用事業者の責任により再商品化することが義務づけられております。

また、プラスチック製品の作業屑等の産業廃棄物としての処理問題やフィルムの製造工程で発生する二酸化炭素

等の地球温暖化の原因となる温室効果ガスの発生問題等、今後、環境保護に係る規制が強化された場合、新たな費

用が発生することにより、当社グループの経営成績は影響を受ける可能性があります。

　

③製造物責任について

当社グループはメーカーとして、品質マネジメントシステム（ISO9001）や環境マネジメントシステム

（ISO14001）等の認証を取得し、品質管理体制の整備強化に取り組むとともに、製造物責任賠償保険へ加入してお

りますが、重大な製造物責任賠償が発生した場合、多額の支払や費用発生等により、当社の経営成績は影響を受け

る可能性があります。

　

④火災のリスクについて

当社グループで使用するインキ・接着剤等は、引火性液体であり、第４類危険物や消防法の規制を受けておりま

す。火災が発生し、当社の業務及び地域社会に大きな影響を及ぼした場合、社会的信用の失墜、財産の焼失、生産

活動の停止による機会損失及び顧客に対する補償等により、当社の業績及び財務状況に影響を与える可能性があり

ます。

　　

経営戦略の現状と見通しについては、当社グループが主力とする食品業界においては、少子高齢化の到来ととも

に、内食・中食・外食と食機会の多様化が進み、低価格や利便性にこだわる消費志向や大型小売店を中心とした流

通の再編に加え、食品の輸入比率並びに安全性の問題が一層顕著となっております。

このような状況のなか、白岡第２工場を中心とした製品力の向上を図るとともに、競争優位性のある商品開発や

付加価値の高いサービスの構築を進めてまいります。また、お客様の製造現場に、フィルム・機械を通じて生産技

術を提案し、流通～開封～廃棄までのライフサイクルマネジメントを追求してまいります。
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[包装フィルム部門]

① 連続生産を可能とする「ストラップジョイント」や、ユニバーサルデザインを考慮し、より快適に開封するこ

とができる「アンプルカット」等、技術力のある新製品を積極的に展開いたします。

② 包装フィルム工場においては、固有性のある生産技術の確立を目指すとともに、生産体制の再構築等による合

理化推進に取り組んでまいります。

③ 品質及び環境に配慮した生産性の高い包装フィルムや海外向けの包装フィルム等、次世代の高機能包装フィル

ムの研究開発を推進いたします。

 

[包装機械部門]

① 液体充填機「ＤＡＮＧＡＮ」シリーズ初のミドルレンジモデルとして「ＤＡＮＧＡＮ ＡＳＴＲＯＮ」を平成26

年４月から発売し、新たな顧客獲得に向け積極的な営業活動を進めてまいります。

② お客様の多様なニーズに幅広くお応えするため、ミドルレンジモデルからハイエンドモデルまでカバーした液

体充填機「ＤＡＮＧＡＮ」シリーズによる先進的なソリューションを提案し、一層の企業価値向上とシェアの

拡大を図ってまいります。

③ ビジネスモデルである包装フィルムとのシナジーをさらに向上させるため、技術サービスの強化や情報ネット

ワーク機能を備えた次世代充填機の開発を推進いたします。

 

また、海外において液体充填機「ＤＡＮＧＡＮ」及び液体充填用のフィルムのニーズが高まっており、海外市場

を新たな成長戦略の柱として位置づけております。北米の現地法人に加え、アジア圏への進出も視野に入れ、当社

グループの液体充填システムの拡販を進めてまいります。

 

(6) 経営者の問題認識と今後の方針について

当社グループは、現在の事業環境及び入手可能な情報に基づき最善の経営方針を立案するよう努めております。

当社グループが主力とする食品業界では、食品の安全性に関する問題、食品の輸入偏重、活発化する業界再編等、

予断を許さない状況が続いております。

包装フィルム部門につきましては、多様化する顧客のニーズに迅速かつ的確に対応することが重要であり、販売

シェアの拡大、新規顧客の開拓、営業の深耕に努め、積極的な拡販を推し進めてまいります。また、白岡第２工場

では、最新の生産技術・設備の導入等により大幅な生産性の向上を図り、原材料価格の動向や環境問題への対応

等、いかなる経営環境の変化にも迅速かつ効果的に対応できる経営体制の確立と企業価値の向上に努めてまいりま

す。

包装機械部門につきましては、開発から製造、販売、保守メンテナンスまでの全ての業務を自社で行い、お客様

に対してより一層充実した技術・品質・サービスの向上を図るとともに、機械メーカーとして顧客のニーズに応じ

た積極的な営業を目指してまいります。

また、当社グループのビジネスモデルである包装フィルムと液体充填機械を同時に供給する事業展開をより強固

にし、易開封等の新しい技術製品やＳＥサービス等の付加価値の高い提案を行い、信頼されるビジネスパートナー

として業界をリードするとともに、次世代の包装フィルムや液体充填機械等の将来の事業基盤強化に向けた研究開

発や新規事業の創出に取り組んでまいります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成26年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成27年２月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,300,000 6,300,000
東京証券取引所
（市場第一部）

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式であり
ます。
単元株式数は100株でありま
す。

計 6,300,000 6,300,000 ― ―
 

 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年12月31日 ― 6,300,000 ― 2,408,600 ― 2,896,075
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

平成26年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ─ ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ─ ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
 普通株式     91,700

─ ─

完全議決権株式(その他)  普通株式  6,207,200 62,072 ─

単元未満株式  普通株式      1,100 ─ ─

発行済株式総数 6,300,000 ─ ─

総株主の議決権 ─ 62,072 ─
 

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が32株含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成26年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
大成ラミック株式会社

埼玉県白岡市下大崎
873番地１

91,700 ― 91,700 1.46

計 ― 91,700 ― 91,700 1.46
 

 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 ― 千把 勝一 平成26年６月30日
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

当社は、第１四半期連結会計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間

（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）より四半期連結財務諸表を作成しているため、比較情報は記載して

おりません。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

          (単位：千円)

          
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部  

 流動資産  

  現金及び預金 4,614,500

  受取手形及び売掛金 ※  6,264,762

  商品及び製品 1,504,878

  仕掛品 505,457

  原材料及び貯蔵品 180,404

  その他 222,808

  流動資産合計 13,292,812

 固定資産  

  有形固定資産  

   建物及び構築物（純額） 4,051,931

   機械装置及び運搬具（純額） 1,822,010

   土地 3,459,412

   その他（純額） 459,292

   有形固定資産合計 9,792,647

  無形固定資産 388,290

  投資その他の資産  

   退職給付に係る資産 153,349

   その他 528,201

   貸倒引当金 △10,732

   投資その他の資産合計 670,818

  固定資産合計 10,851,756

 資産合計 24,144,569
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          (単位：千円)

          
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

負債の部  

 流動負債  

  買掛金 3,665,110

  1年内返済予定の長期借入金 1,011,696

  未払法人税等 38,843

  賞与引当金 164,574

  役員賞与引当金 19,875

  株主優待引当金 43,783

  その他 1,215,264

  流動負債合計 6,159,147

 固定負債  

  長期借入金 3,674,710

  役員退職慰労引当金 36,091

  退職給付に係る負債 536,583

  その他 146,948

  固定負債合計 4,394,334

 負債合計 10,553,481

純資産の部  

 株主資本  

  資本金 2,408,600

  資本剰余金 2,896,075

  利益剰余金 8,375,124

  自己株式 △209,650

  株主資本合計 13,470,149

 その他の包括利益累計額  

  その他有価証券評価差額金 59,201

  為替換算調整勘定 22,783

  退職給付に係る調整累計額 38,953

  その他の包括利益累計額合計 120,938

 純資産合計 13,591,087

負債純資産合計 24,144,569
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

          (単位：千円)

          当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 15,508,963

売上原価 12,235,469

売上総利益 3,273,493

販売費及び一般管理費 2,278,203

営業利益 995,290

営業外収益  

 受取利息 2,783

 受取配当金 5,065

 物品売却益 13,319

 受取補償金 6,167

 為替差益 42,014

 雑収入 5,603

 営業外収益合計 74,953

営業外費用  

 支払利息 12,877

 売上割引 1,286

 支払補償費 6,541

 雑損失 394

 営業外費用合計 21,099

経常利益 1,049,143

特別損失  

 固定資産除却損 14,733

 リース解約損 1,238

 特別損失合計 15,972

税金等調整前四半期純利益 1,033,171

法人税、住民税及び事業税 289,952

法人税等調整額 60,975

法人税等合計 350,928

少数株主損益調整前四半期純利益 682,243

四半期純利益 682,243
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

          (単位：千円)

          当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 682,243

その他の包括利益  

 その他有価証券評価差額金 47,721

 為替換算調整勘定 22,530

 退職給付に係る調整額 380

 その他の包括利益合計 70,632

四半期包括利益 752,876

（内訳）  

 親会社株主に係る四半期包括利益 752,876

 少数株主に係る四半期包括利益 －
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【注記事項】

 

（継続企業の前提に関する事項）

     該当事項はありません。　

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）　

連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、Taisei Lamick USA,Inc.及び株式会社グリーンパックスの重要性が高まったた

め、連結の範囲に含めております。

 

(会計方針の変更等)

（会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の見直しを行い、割

引率の決定方法について、従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込

期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が12,003千円増加し、退職給付に係る資産

が12,003千円、利益剰余金が15,628千円それぞれ減少しております。また、当第３四半期連結累計期間の損益に

与える影響は軽微であります。

 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

受取手形 178,997千円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
 至 平成26年12月31日)

減価償却費 863,759千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月18日
定時株主総会

普通株式 229,707 37.00 平成26年３月31日 平成26年６月19日 利益剰余金

平成26年11月４日
取締役会

普通株式 204,872 33.00 平成26年９月30日 平成26年12月10日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループの事業は、液体包装フィルム及び液体充填機の製造・販売事業の単一セグメントであるため、記載

を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額  109円89銭

 (算定上の基礎)  

 四半期純利益金額(千円) 682,243

 普通株主に帰属しない金額（千円） ―

 普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 682,243

 普通株式の期中平均株式数(株) 6,208,289
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第50期（平成26年４月１日から平成27年３月31日まで）中間配当金について、平成26年11月４日開催の取締役会に

おいて、平成26年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたし

ました。

 ① 配当金の総額  204,872千円

 ② １株当たりの金額  33円00銭

 ③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成26年12月10日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年２月10日

大成ラミック株式会社

取締役会  御中

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   富   永   貴   雄   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   内   田   正   美   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大成ラミック株

式会社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から

平成26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半

期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大成ラミック株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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